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令和６年度決算 南城市の財務書類を公表します

はじめに

平成26年度に総務省より「統一的な基準による財務書類」が示され、南城市では平成28年度決算より統一的な基準による財務書類を作成しています。ここでは令和６年度決算

の統一的な基準による財務書類うち、一般会計等財務書類4表について公表します。

～ 用語の解説 ～

財務書類の関連性

財務書類4表は互いに関連性を持っています。次のページでそ

れぞれの財務書類についてみていきます。

財務書類とは？

統一的な基準による財務書類は以下の4表で構成されています。

貸借対照表（バランスシート）：南城市が所有する資産や負債の状況を表します。

行政コスト計算書：人件費や減価償却費を含めた事業のコストとその対価としての

収益を表します。

純資産変動計算書：1年間の純資産の増減を表します。

資金収支計算書 ：1年間の資金の増減を表します。

経常収益

経常費用

臨時損失

臨時利益



（単位：千円）

2,603,989

【業務活動収支】

業務支出 22,924,036

業務費用支出 7,960,446

移転費用支出 14,963,590

業務収入 24,161,929

臨時支出 0

臨時収入 0

業務活動収支 1,237,893

【投資活動収支】

投資活動支出 7,187,010

投資活動収入 5,841,550

投資活動収支 △ 1,345,460

【財務活動収支】

財務活動支出 1,939,168

財務活動収入 1,655,100

財務活動収支 △ 284,068

本年度資金収支額 △ 391,635

本年度歳計外現金増減額 701

2,213,055当年度末の現金預金残高

前年度末の現金預金残高

（単位：千円）

純行政コスト △ 26,409,106

財源 25,381,003

税収等 14,488,551

国県等補助金 10,892,452

資産評価差額 △ 3,254

無償所管替等 71,173

その他 619,654

本年度　純資産変動額 △ 340,530

108,157,931

前年度末　純資産残高 108,498,463

本年度末　純資産残高

（単位：千円）

経常費用 27,470,870

業務費用 12,507,280

人件費 3,172,113

物件費等 9,043,928

その他の業務費用 291,239

移転費用 14,963,590

経常収益 1,192,585

使用料・手数料 218,710

その他 973,875

26,278,285

臨時損失 156,412

臨時利益 25,590

26,409,106純行政コスト

純経常行政コスト

区分 金額

（単位：千円）

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 120,118,477 固定負債 17,348,344

有形固定資産 114,983,165 地方債 17,108,931

無形固定資産 121,210 退職手当引当金 219,080

投資その他の資産 5,014,102 その他 20,333

投資及び出資金 253,127 流動負債 2,835,718

基金 4,617,519 1年内償還予定地方債 1,870,040

その他 143,456 賞与等引当金 196,950

流動資産 8,223,516 その他 768,728

現金預金 2,213,055 負債合計 20,184,062

未収金 59,691

基金 5,953,732 【純資産の部】

その他 △ 2,961 純資産合計 108,157,931

資産合計 128,341,993 負債及び純資産合計 128,341,993

借　方 貸　方

令和６年度決算 南城市の一般会計等財務書類

南城市の貸借対照表（バランスシート）

貸借対照表（バランスシート）は、会計年度末に南城市が保有している資産と、その

資産を取得するために使ったお金の調達方法を表しています。現金の収支に注目するこ

れまでの決算書では表示することができなかった、市の財産や負債など、これまでの資

産形成の結果を知ることができます。

南城市の行政コスト計算書

南城市の純資産変動計算書

貸借対照表の純資産の部の増加要因と減少要因を計上し、純資産が1年間でどのよう

に変動したのかを示しています。

南城市の資金収支計算書
貸借対照表の現金が1年間でどのように変化したのかを表しています。現金の使いみ

ちによって3つの区分に分け、どのような行政活動にいくら使ったのかが分かります。

業務活動収支

行政サービスの提供に必要となる人件

費や物件費などの支出と、税収などに

よる収入が計上されます。

投資活動収支

道路や公共施設の取得のために支出し

た金額や基金への積立額等と、公共施

設等の取得の財源となった地方債や

国・県からの補助金、基金の取崩額等

が計上されます。

財務活動収支

支出には地方債の償還額が、収入には

新たに発行した地方債の収入額が計上

されます。

公共サービスを提供する際に発生した支出と、それらの対価として得られた収入を計

上しています。
経常費用の構成割合

※本資料内の財務書類では端数処理の関係で合計額とその内訳が一致していない場合があります。

令和６年度決算では年度末の

純資産残高が前年度末と比較

して減少しています。

このことは減価償却費等の現

金の支出を伴わないコストも

含めた総コストを、税収等で

賄いきれなかったことを示し

ています。
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